
中３数学  チェックテスト         氏名   

☆２０点満点☆           2025/03/29 英和ぷれぱある 

１．次の式を展開しなさい。【各２点】        ［ 類 題 ］                 

（１） 2(2 3)(2 7) (2 2)x x x+ − − −  １．(１)P.15－３０ 

（２） ( 2 3)( 2 3)a b a b− − + +  (２)P.16－３３ 

２．次の式を因数分解しなさい。【各４点】    ２．（１）P.23－１８ 

（１） 2 23 6 24x xy y− −               （２）P.24－２１ 

（２） 21)4(4)4( 2 −−−− xx             （３）① 22 164 yx −  

（３） 2 281 36x y−                     ② 8136 2 −a  

（４） 22 36)3( cba −−                  ③ 22 10025 yx −  

                                         （４）P.24－２１ 

                                                      

◎ 類題はテキストから１問の間違いにつき、最低２問以上。 

<Challenge!> （各＋４点） 

（１）次の式を展開せよ。 ( )( )( ) ( )x a x b x c x z− − − −…  

（２）次の式を因数分解せよ。①
2 1 1

6 6
x x− −    ②

2 5 1

12 6
x x+ −  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜その先の数学へ＞仕組み（理屈）を考えよう。⇒因数分解奥義「たすきがけ」 

26)23)(12( 2 −−=−+ xxxx と展開はできるが、これを因数分解するにはどうしたら

いいだろうか？まず、 26 2 −− xx の係数に注目し、 )23)(12( −+ xx を展開したときの

それぞれの係数がどこから由来しているのかを考える。 

６→２×３ ，－１＝－４＋３ ，－２＝１×（－２）ということがわかる。 

             （－４＝２×（－２），＋３＝１×３） 

これを一般化して、 gfxexdcxbax ++=++ 2))(( とすると 

ace =  ， bcadf +=  ， bdg =  となる。 

これを満たす dcba ,,, を考えるのだが、まずは「積」から考えるのが定石。 

つまり、 ace = と bdg = から候補を挙げる。 

3261 = ore ， 2)1()2(1 −−= 　org となる。ここで、 bcadf += を満たす組み合

わせを考えるときに利用するのが必殺「たすきがけ！」 

「たすきがけ」 a    b  ＝ bc    ←ななめどうしの数をかけてたす。 

        c    d  ＝ ad  

               ad＋bc←ここが＝ f となれば〇 

１   １  =６    １   －１＝－６   ２     １＝ ３ 

６  －２ =－２   ６   ２ ＝ ２    ３  －２＝－４ 

     ＋４ …×                －４…×       －１…○ 

よって、 2,3,1,2 −==== dcba 　　　 と決まったので、 

)23)(12(26 2 −+=−− xxxx と因数分解できる。 

初めはとってもメンドウだけど、慣れてくると意外とすぐ見つかるようになる。よう

は「慣れ」。ちなみにこれは高１の初めにすぐやるし、私学や中高一貫では中３で習い

ます。（昔は普通に公立の中３でも習ってましたよー。）  Let’s try! ⇒P.30 問題１ 
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類題解答 

２（４）①9(2 )(2 )x y x y+ −  ②16(2 1)(2 1)a a+ −  ③4( 5 )( 5 )a b a b+ −  

 

 


